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十村駅、
住民で節目をお祝い。
　12 月 23 日、この日はＪＲ小浜線の敦賀～十村
間開業 100 周年を記念して、特急サンダーバード
が小浜線を走りました。十村駅には 30 分停車。駅
では、町とみそみ地域づくり協議会主催の記念イ
ベントが行われ、駅の歴史を伝える写真展や餅つ
き、ふるまいなどに多くの住民が訪れました。
　神戸発のツアーで下車した乗客が駅に降り立つ

宇野酒店さん。この日は 100 周年記念
ラベルの日本酒を販売。

毎日、ボランティアで駅のトイレ清掃を
されている「トイレ美

び か れ ん た い

化恋隊」のみなさ
んが、清掃の表彰を受けました。

683 系の貫通車とゆるキャラと記念撮影をする子どもたち

と、お祝いムードは最高潮に。嶺南のゆるキャラ
やはぴりゅう、地元住民らがお迎えし、記念撮影
を行いました。
　地元の 90 代の女性おふたりは「仕事で小浜線を
使っていたことを覚えています。今日は大勢の人
がお祝いに来てくれ、ここに来られてよかったで
す」と、目を細めていました。

ぜんざい・きな粉餅のふるまいも大盛況！
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１００歳になりました。

餅つきの様子。東京駅もびっくり（！？）
の人出です！

中川製菓舗さん。おいしい赤飯とぼた餅を販売。 駅舎で開催された写真展。多くの住民が
昔の十村駅の写真を見ながら当時を振り
返っていました。

十村駅のお向かいで十村駅開業と同時に営業を始めた石田商店さん。
建物ともに 100 年の歴史があります。駅と一緒に十村の歴史を見守っ
てきました。この日行われたガラガラ抽選会では「十村駅▶ 石田商店」
と書かれた切符風のお買物券も景品として出され、たくさんの親子連
れがお店の外まで長い列を作っていました。外壁には「十村駅と共に」
と書かれたお祝い幕が掲げられていました。



4  広報わかさ 2018 年 2月号

十村駅ものがたり。
　大正 6年 (1917 年 )12 月 15 日、日本国有鉄道小
浜線の第一期工事区間＜敦賀～十村間 29.3km ＞
が開通しました。
　開通時の様子は三方町史にも「住民たちが手に
手に日の丸の小旗を打ち振って盛大に開通を祝福
した」と記されていますが、鉄道唱歌の替え歌も
作られるほど喜ばしいことであったようです。
　世の中が車社会へと移り変わり、昭和 43 年に国

昭和 46年 6月 10 日、旧南部保育所の遠足で、臨時列車「南部保育園号」が運行しました。行き先は東尋坊ファミリーランドでした。
写真は十村駅長のあいさつの様子です。（提供：高橋善正さん）

シャツの裾につながってホームへ。

道 27 号が整備された頃から、少しずつ駅周辺の様
子は変わって行ったようですが、十村駅は創設当
時の建物がそのまま使用されています。
　そんな十村駅が眺めてきた様子を、さかのぼっ
て訪ねてみたいと思います。今回は、昭和 41 年か
ら昭和 46 年まで十村駅構内に勤務されていた田中
信一さんに、当時の様子をうかがいました。
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　田中さんは十村信号検査長室に勤務され、信号
機や踏切警報機、通票閉塞機などと呼ばれる機器
の保守点検を行う業務に就いていました。
　田中さんが勤務されていた当時は、駅長以下 5
～ 6 人の駅員が常駐し、駅の敷地内には駅長、保
線分区長、信号検査長の官舎もありました。
　大正 6年の開通から、大正 7年 11 月 10 日に十
村～小浜間 20.2 ｋｍが開通するまで、十村駅は終
着駅であったため、鉄道管理の主要な機能が持た
されていました。
　貨物列車が入る貨物線 ( 現在の駐車場線路側 )、
列車の進行方向を変える転車台 ( 現在の「泉」入
り口辺り )、列車が一時退避するための待避線 ( 現
存 )があり、十村駅が重要な拠点であったことから、
駅前も賑わっていたそうです。貨物列車には、地
元で採れた富有柿や米が積み込まれ、材木、牛な
ども輸送されていました。
　舞鶴辺りからやってくる「買い出し」と呼ばれ

た行商の方たちもよく見かけ、駅前の中上勘助さ
ん宅を定宿にして、十村周辺で売買をしていたそ
うです。
　田中さんの一番の思い出は中上勘助さんの手打
ちうどん。仕事が終わると、先輩たちとうどんを
食べたりお酒を飲んだり。仕事後はコミュニケー
ションを深める楽しい時間だったとか。
　また、車に乗る人がまだまだ少なく、通勤も通
学も、列車には大勢の人が乗り込み、デッキまで
がいっぱいになっていました。老若男女、大勢が
集う場でもある列車は、男女の出会いの場でもあっ
たようです。
　車に乗る人が増え、国道が整備され、列車に乗
る人が少なくなるにつれて、十村駅にあった国鉄
の施設は少しずつ減っていき、無人化され、「今」
になりました。
　そんな 100 年を見守り続けた十村駅は、少しず
つ装いを変えつつも、十村を見守り続けています。

※掲載の写真は、12 月 23 日に十村駅で開催された記念写真展よりお借りいたしました。

田中信一さん

十村駅に停車する重連機関車。撮影は昭和 46 年頃と推測され
ます。（提供：江戸俊博さん）

当時の駅舎北側の日本庭園に
て、石田商店の石田さんファ
ミリーの写真。奥に見えるの
は国鉄職員の官舎の屋根です。
手前の石灯篭は今でも残って
います。（提供：山口容子さん）昭和 34 年。駅舎のたたずまい、オート三輪が懐かしいです。

（提供：澤 喜代美さん）
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I N F O R M A T I O N

消火栓、 防火水槽の除雪にご協力をお願いします

　消火栓や防火水槽は、 火災が発生した際に使用す
る大切な施設です。消防署も積雪時、 除雪を行って
いますが、 大雪時には除雪が遅れる場合もあります。

　お近くの消火栓や防火水槽の除雪にご協力をお願
いします。

問い合わせ：
敦賀美方消防組合三方消防署　TEL  0770-45-0119
若狭消防組合 若狭消防署上中分署 TEL  0770-62-0119

地上式消火栓 地下式消火栓

防火水槽

勢関がやってくる！

相談支援事業所を知っていますか？

　町では、障害のある方 ( 原則として 65 歳未満の方 ) やそのご家族、関係機関などからの様々な相談を
受け付けています。町内外の 3事業所に相談支援事業を委託しています。

こんな相談を受付けています！
　・自立した生活をしたい。
　・障害福祉サービスにはどんなものが
　　あるの？
　・困りごとを聞いてもらいたい。

※相談は無料です。お気軽にご相談くだ
　さい。

問い合わせ：福祉課　TEL  0770-62-2703

どんな人が相談にのってくれますか？
　各相談支援事業所では、一定の実務経
験と研修を受講した、資格を有する『相
談支援専門員』がお話を伺います。守秘
義務により秘密は守られます。

　熊川と縁のある大相撲力士 勢関が若狭町にやって
きます！トークショーや握手会、勢関の力自慢や歌
自慢が行われます。また、笑いと迫力あふれる雪上
大相撲大会も同日開催します。

『勢関との交流会』
■日時：2月 17 日（土）開場 13：30 / 開演 14：00
■場所：パレア若狭 音楽ホール
　※全席指定（1,000 円）
　パレア若狭チケットセンター　TEL 0770-62-2506
■問い合わせ：総合戦略課　TEL  0770-45-9112

『雪上の大相撲大会』
■日時：2月 17 日（土）10：00 ～ 12：35
■場所：熊川小学校グラウンド
　　　　（無雪、荒天時は熊川小学校体育館）
■部門：一般の部（男子の部・女子の部）
　　　　小学生の部（男子の部・女子の部）
　　　　小学生低学年の部（３年生以下男女問わず）
■問い合わせ：熊川公民館　TEL  0770-62-0135
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通話内容自動録音装置を貸し出します

　迷惑電話防止のために「通話内容自動録音装置」
を貸し出します。
　着信前に「この電話は振り込め詐欺などの犯罪防
止のため、会話内容が自動録音されます」とアナウ
ンスで警告し、犯罪を抑止します。

■対　　象：若狭町に住民票がある方（１世帯１台限り）
■貸出期間：1年間
■費　　用：装置の貸出費用は無料。電気代等、装
　　　　　　置の設置・維持管理費は自己負担
■申込方法：申請書を環境安全課へ提出
　※申請書は環境安全課、上中サービス室にあります。
　　役場ホームページからもダウンロードできます。

■そ  の  他：台数に限りがあるため、希望者多数の
　　　　　　場合は先着順とします。

問い合わせ：環境安全課　TEL  0770-45-9126

都市再生整備計画事業（名勝
三方五湖地区）事後評価原案を公表します

　三方五湖周辺では、平成 24 年度より道の駅「三
方五湖」や若狭さとうみパークの整備、縄文ロマン
パークの再整備などの都市再生整備計画事業に取り
組んできました。
　この度、事業がもたらした成果や今後のまちづく
りの方策について事後評価原案としてまとめました
ので、次の日程で公表いたします。
　町民の皆さまのご意見等をお聞かせください。

■公表期間：1月 29 日 ( 月 ) ～ 2 月 12 日 ( 月 )
■公表場所：総合戦略課 観光交流室
　　　　　　および若狭町ホームページ

ご意見：kankou@town.fukui-wakasa.lg.jp
問い合わせ：総合戦略課 観光交流室

　  　　  TEL  0770-45-9111

ハイビーム実践！全席シートベルトを着用しましょう！

　また、歩行中や自転車乗車時には反射材を身につけることも大切です。特に冬季は日暮れも早く、
天候により路面の悪化も心配されます。歩行時には反射材を、車運転時にはハイビームの切り替え
を心掛けましょう。お互いに気を付けることで早めにお互いを確認することができ、事故防止につ
ながります。

問い合わせ：環境安全課　TEL  0770-45-9126

　平成 29 年中の福井県内における交通死亡事故の多くは、夜間のロービーム走行やシートベルト
非着用の場合でした。

■後部座席でもシートベルトを着用しましょう！

　シートベルトは全席着用が義務付けられています
（道路交通法第 71 条の 3）。後部座席でも着用しな
いと、事故の際、窓を突き破って車外へ投げ出され
たり、前席にぶつかったりして同乗者に被害を与え
る恐れがあります。運転手はもちろん、後部座席で
もシートベルト（子どもはチャイルドシート・ジュ
ニアシート）を着用し、命を守りましょう。

■ハイビームとロービームをこまめに切り替えま
　しょう！

　ロービームは 40 ｍ先まで照らすのに対し、ハイ
ビームでは 100 ｍ先まで照らし出すことができま
す。対向車や前に車がいないときはハイビームにし、
ロービームとこまめに切り替えて早めに危険を察知
し、事故を防ぎましょう。
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INFORMATION

住民税の申告受付けについて

平成 29年分 ( 平成 30 年度 ) の住民税の申告受付け期間は 2月 16 日（金）～ 3月 15 日（木）です。

　今年の申告相談日程は右記のとおりです。申告相談では町県民税（住民税）の申告のほか、給与所得者の還付申告
など簡易な所得税確定申告に限り受付けております。営業所得等の青色申告、株式等の譲渡所得、住宅借入金特別控除、
損益通算、繰越控除の確定申告がある方などは若狭町役場では受付けができませんので、敦賀税務署（電話 0770-22-
1010）にて申告をお願いします。
　なお、税理士相談日には e-tax に関することなどの税理士による税に関する無料相談を受付けておりますので、相
談のある方は集落にかかわらずお越しください。( 税理士相談日 2/16, 2/19, 2/20, 2/21)

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成 28年分以降の確定申告書等の提出の際には、
「マイナンバーの記載」 ＋ 「本人確認書類の提示、又は、写しの添付」が 必要となりましたのでご注意ください。

　　　　　※マイナンバーの記載 ･･･ 「申請者本人」や「控除対象配偶者」、「扶養親族」及び「事業専従者」などの
　　　　　　　　　　　　　　　　　記載が必要となります。

☆相談の際には事前に準備をしましょう
　申告相談にお越しの際には事前に次のような準備をして、相談時間の短縮にご協力をお願いします。
　・医療費控除を受ける方は、平成 29 年中に支払った医療費の合計額を計算して下さい。

　・営業所得や農業所得のある方は、収入金額及び経費などをまとめ、収支内訳書を作成して下さい。

☆申告に必要なもの
　・印鑑
　・本人確認ができる書類

         ･･･例 1）「マイナンバーカード」　例 2）「通知カード」＋「運転免許証、公的医療保険の被保険者証」など

　・収入金額がわかるもの（給料や年金等の源泉徴収票、支払調書、帳簿など）

　・支払った経費がわかるもの（領収書や明細書など）

　・控除を受けるための支払額の証明書（生命保険・地震保険等の控除証明書、国民年金保険料控除証明書）

　・医療費の支払額がわかる領収書など（保険で補てんされた場合は保険の支払額がわかる書類）

　・還付先の口座番号がわかるもの（通帳やそのコピーなど）
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○所得の無い方でも申告が必要な場合があります
　所得の無い方でも次のような場合に該当する方は、所得の無い申告が必要となります。
　・所得証明が必要な方　　　（奨学金を申請する時、勤務先に家族の扶養申請が必要な時など）

　・各種減免制度を受ける方　（国民健康保険税の軽減、国民年金の免除申請、医療費の限度額認定など）

　※要介護認定１以上の認定を受けておられる高齢者は、申告すると障害者控除の対象となる場合があります。

　　この場合、あらかじめ町長の発行する認定書の交付が必要となります。（問い合わせ：福祉課 )

問い合わせ：税務住民課   TEL  0770-45-9101
　　　　　　福祉課   　　TEL  0770-62-2703

○申告相談日程（該当する集落の日に都合がつかない場合は他の日にお越しください）

三方会場：役場三方庁舎 ２階 第１会議室
受付時間：9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:00

倉見、白屋、成願寺、上野　　　　　　　　税理士相談日

能登野、横渡、井崎　　　　　　　　　　　税理士相談日

高岸、三十三団地、岩屋、田上、東黒田

相田、藤井、南前川

佐古、田名、向笠、三方

北前川、鳥浜

館川、気山、上瀬

午前（西田公民館）：海山、世久見、食見、塩坂越

午後（若狭三方漁協 本所）：遊子、小川、神子、常神

成出、田井野、梅ケ原、田立、別庄、世久津、伊良積、北庄

予備日

予備日

2 16（金）

19（月）

22（木）

23（金）

28（水）

1（木）

6（火）

7（水）

8（木）

14（水）

15（木）

3

月　  日　　　　　　　　　　　対　象　集　落

大鳥羽、上黒田、麻生野、　　　　　　　　  税理士相談日

海士坂、三生野、無悪

三田、小原、南、山内、　　　　　　　　　  税理士相談日

持田、長江、朝霧

末野、安賀里、下夕中、有田、下吉田

上吉田、脇袋、瓜生、関、若葉、瓜生コーポ

グリーンハイツ、熊川、新道、河内、せせらぎ

仮屋、若王子、三宅、市場、井ノ口

天徳寺、神谷、日笠、かみなかコーポ

杉山、堤、兼田、武生、玉置、上野木、中野木、下野木

予備日

2 20（火）

21（水）

26（月）

27（火）

2（金）

5（月）

9（金）

12（月）

13（火）

3

月　  日　　　　　　　　　　　対　象　集　落

上中会場：役場上中庁舎 ２階 第１会議室
受付時間：9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:00
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INFORMATION

応援してくれてありがとう！

若狭町行財政改革プラン（案）の意見募集について

問い合わせ：総務課 行財政改革推進室　TEL  0770-45-9109 / FAX  0770-45-1115　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 MAIL  gyokaku@town.fukui-wakasa.lg.jp

　若狭町では、人口減少に伴う少子高齢化や厳しい財政状況、また複雑多様化する行政課題などに
対応していくため、住民のみなさまのご協力のもと、公共施設や歳入歳出事業の見直しなどによる
財政の健全化、行政の効率化、住民との協働体制の確立など、住民と行政が一体となった更なる行
財政改革の推進が不可欠となります。
　そこで、町では、若狭町行財政改革懇談会の意見をいただきながら、行財政改革の指針となる「若
狭町行財政改革プラン」の策定を進めております。
　このたび、若狭町行財政改革懇談会より中間報告をいただき、「若狭町行財政改革プラン（案）」
がまとまりましたので、広く住民のみなさまからのご意見、ご提言をいただきたく、以下のとおり
パブリックコメントを実施いたします。
　このプランが、より良いものになるよう、多くのみなさまからのご意見をお寄せください。

■ 募集期間：1月 18 日（木）～ 2月 8日（木）必着
■ 資料の入手方法：
　（１）若狭町ホームページに掲載
　（２）若狭町役場三方庁舎総務課窓口で閲覧
　（３）若狭町役場上中庁舎上中サービス室窓口で閲覧
■ 提出方法等：
　（１）電子メール　（２）郵送　（３）ＦＡＸ
※ 詳細は、町ホームページをご覧ください。

 「パブリックコメント制度」とは ...

  行政の重要な政策の立案、計画の策定等に
おいて、それらの趣旨や目的、内容などの
必要な事項を公表し、これらについて提出
された町民のみなさまからの意見を募集す
る制度です。

蔵野　雅庸
吉田　佐智
小谷　佳江
本木　信彦
萩原　寛
田中　万理
田中　大樹
猿橋　光子
川端　佳子
和田　誠子
澤　紀和
西原　和男
市川　和秀
岡野　由紀夫
船串　秀路
藤川　尊博
生田　純也
田邉　知尚
木原　茂
早見　公志
上村　浩久
吉野　裕之
田中　豪一
森山　昌秀
佐竹　一郎
高井　勝由
岡田　邦之

江上　義幸
継　渉
澤田　早稔
金井　章
田守　唯一
河野　雄一郎
井上　諭
中田　直之
谷口　宏重
西村　泰豪
寺田　栄作
坂田　誠志
黒石　和宏
河合　琢也
西條　圭悟
藤原　あや
伊藤　新一
板東　秀晃
福島　安秀
小沢　聖司
小林　渉
阿部　淳
田中　裕貴
中村　奈保子
河村　勝彦
澤田　将樹
丸目　健太郎

吉田　昌弘
服部　城太郎
相物屋　昭夫
寺崎　紀子
高橋　均
大谷　豪晟
高橋　由美
細井　清美
荻野　寿久
竹田　康之
鶴丸　貴司
亀田　修
江﨑　崇
鶴橋　悠
鈴木　達也
小田　誠
菊地　芳明
閻　俊玉
岩瀬　正紀
中村　大正
住川　大介
三輪　典子
牧野　聡
森　厚輔
山田　智恵
中村　怜一郎
松本　真一

池元　宏行
加藤　伸彦
松永　卓也
木内　翔
武田　幸輝
藤原　浩
河合　良雄
千田　敬二
齋藤　佳代子
高橋　晴美
稲端下　マサ子
伊藤　勝
大島　浩樹
西尾　浩二郎
下川　真一
網中　勝
阿部　宏
中村　弘志
山田　萌
野坂　博史
張　振
道端　学
寺西　裕
山中　莉奈
鈴木　純也
渋谷　正光
橋本　雅晶

伊藤　大樹
小笠原　輝之
篠原　貴久
貝沼　光昭
菊池　一平
後藤　太地
小島　拓也
三村　真由美
猪飼　秀明
三宅　友乃
土井　啓之
正田　一男
久保田　吉則
鈴木　智香
若杉　謙一
町田　健治
丹羽　哲也
巽　浩三
鈴木　誠
今井　慎也
中野　郁子
大下　智
三浦　明広
井上　恵次
藤井　明徳
市石　知史
永尾　和章

飛田　章宏
瀧川　浩主
石田　晴之
伊藤　沙也加
鈴木　日登美
米澤　純哉
山口　匠平
竹下　直秀
矢田　弘
長宗我部　元信
坂本　泰治
小滝　雄介
熊谷　義朗
中村　多加志
杉井　明美
杉井　宏実
西部　正太
田形　広平
加藤　仁敬
西川　正
森田　里香
増井　英樹
黒田　実
深津　直之
門坂　愛美
大口　展生
石川　橋治

石坂　恵吾
梅田　和成
八木　玲壮
高村　強
早河　久美子
赤堀　敏康
富樫　実
上田　充幸
久保　忠史
山形　直
小林　美由紀
川口　輝芳
村住　尚彦
斎藤　知幸
渥美　研司
片岡　幸子
坂本　雄二
水口　幸喜
大村　寿夫
上口　祐弥
西川　佳宏
佐藤　匠
岩崎　竜一
豊島　隆
日下　泰輔
林　博孝
原　寿

大橋　洋士
渋谷　一郎
向井　右二
一瀬　宗也
横塚　誠
相馬　宗弐
江藤　恭裕
能渡　貴洋
田端　俊男
庄子　太郎
田中　裕貴
前田　康之
池上　晃生
雨宮　秀幸
原口　強
山口　陽一
定益　秀雄
大山　誠三
竹内　善彦
大島　憲治

匿名 1,461 件

計 28,551,000 円 

ふるさと納税（12 月）で、たくさんの寄付をありがとうございました。（敬称略）
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学びたい。それが入学資格です

学ぶ理由は十人十色。
あなたも放送大学で学んでみませんか。

■入学試験はありません。
■文科省・総務省所管の国立系の通信制大学です。
■仕事をもちながら、自宅でテレビや
   インターネット等でマイペースに学べます。
■生涯学習に最適です。

入学願書受付中！ 12/1 ～ 3/20

問い合わせ：放送大学福井学習センター
          TEL  0776-22-6361

「相続登記はお済みですか月間」

　2月は、「相続登記はお済みですか月間」です。
　福井県司法書士会では、相続に関する無料相談を
実施します。

■無料相談
　日時：2月 1日 ( 木 ) ～ 28 日 ( 水 )
　場所：県内各司法書士事務所　
　　　　※予約は不要です。
　
■市民公開講座・相続なんでも相談会
　日時：2月 10 日 ( 土 )
　　　　無料相談会 10：00 ～ 16：00
　　　　公 開  講 座 14：00 ～ 16：00
　場所：ユー・アイふくい ( 福井市下六条町 14-1)　
　相談例：「登録名義人が先々代のままです」
　　　　　「パートナーに全財産を相続させたいの
　　　　　ですが…」など

問い合わせ：福井県司法書士会　TEL  0776-43-0601

「ちょこっと働く！？相談会」を開催します

　「働いてみたい」とお考えの皆さまの「はじめの
一歩」をサポートします。
　ファイナンシャルプランナーを講師に迎え、ライ
フプランに関するセミナーと、具体的な働き方に
ついて県内企業と直接話ができる相談会を開催しま
す。
　入場無料、服装自由、書類の準備は不要です。来
場者へは粗品進呈。年齢や性別は不間です。 お気軽
にお越しください。

■日時：2月 23 日 ( 金 )
　　　　セミナー 13：30 ～ 14：00
　　　　相談会 14：00 ～ 15：30
■会場： パレア若狭

問い合わせ：ふくいジョブカフェ　
TEL  0776-32-4560

法務局の登記相談は予約制です

　福井地方法務局では、登記に関する相談について
本年 2月 1日から「完全予約制」とさせていただき
ます。
　不動産登記（相続登記・抵当権抹消登記等）およ
び商業・法人登記（会社設立・役員変更登記等）の
申請手続に関する相談をされるお客様は、事前に電
話等で予約していただきますようお 願いします。

■相談時間：   9：00 ～ 12：00
　　　　　　13：00 ～ 16：00
　※ 1回の相談は 20 分以内。土日・祝日を除く。

ご予約・問い合わせ：
福井地方法務局 敦賀支局　TEL   0770-25-0174
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4　下野木 しめ縄づくり
5　相田 ファッションショー
6　舞踏ワークショップにて
7　美方高 特産ツアーにて

今月の表紙

1　十村駅 100 周年記念イベント
2    三方消防団の歳末夜間特別
　  警戒開始式
3　生け花体験教室

広報わかさは、町民のみなさんの
話題と情報の提供を中心に構成しています。

より良い広報誌にするために
みなさんからのご意見を募集しています。
広報わかさについてのご意見やご提案を

お寄せください。

【郵便】
〒 919-1554

若狭町兼田 21-8 NPO わかさ Reco.

【ファックス】
番号：050-3730-7496

POPULATION  POPULATION  POPULA
( 1 月1日現在 )人 の う ご き

人　口　15,234 人 (前月 -27 )(前年 -231 )
　　　　　　　（男 7,317 人　女 7, 917 人）

世帯数　 5,024 世帯 (前月 -1 )(前年 -35 )

INFORMATION

★納期限までに納めましょう。
★集落集金の方は、区の集金日となります。
★口座振替の方は、残高の確認をお願いします。

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
( 2 月 )納付のお知らせ

　　 項目　　        　 期別　　   　   納期限

　 固定資産税          第 4 期　   2 月 28 日 ( 水 )

国民健康保険税      第 8 期　   2 月 28 日 ( 水 )

 　  2 月の口座振替日　           2 月 26 日 ( 月 )

           1     

 2       　3                

 5        6　　 7

4

■業務場所：
　税務住民課    （三方庁舎）  TEL  0770-45-9106
    上中ｻｰﾋﾞｽ室（上中庁舎）TEL  0770-62-2700

■取扱い業務内容：
　住民票、印鑑証明（登録）、戸籍等の交付
　および所得・課税・評価証明書、納税証明書等
　の交付

※他市町村や関係機関への照会・確認が必要な場
　合等、即日対応できない場合がありますので、
　ご不明な点は事前にお問い合わせください。
※お勤め等で開庁時間に来庁できない方は、ぜひ
　ご利用下さい。

窓口業務を延長しています
毎週金曜日 午後 7時まで

   おなまえ　　　

  百田  明日羽
  松坂    煌磨
須賀原  うみ
  松本    幸花
  千田　悠翔
  島津    莉帆
  竹村  陽央里
  小堀    大暉

保護者

友洋
誠
海人
和也
清司
孝太
泰央
祐太

女
男
女
女
男
女
女
男

集落

( 神谷 )
( 新道 )
( 上瀬 )
( 小川 )
( 上瀬 )
( 井崎 )
( 杉山 )
( 北前川 )

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

赤 ち ゃ ん ( 1 2 月届出 )

BABY　BABY　BABY　BABY　BABY
性別

あすは

ゆうと

さな

こうま

ひおり

りほ

だいき
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くらしのカレンダー

1

2

3
4
5

8

9

10
11
12

13

14

15

16

17
18
19

20

23

24
25
26

27

28

21

22

7
6

２月
■子育てのこと ■相談ごと ■健康のこと

※ストレス・心の相談は随時受付 ( お問い合わせは子ども・若者支援室 TEL 0770-62-2704 まで )

金

木

金

土
日

月

水

火

木

日
月

火

水

木

金

土

土

日

月

火

水

木

金

土
日

月

火

水
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お子様の成長の記念として、広報わかさに掲載しま
せんか？詳しくは下記の応募方法をご覧ください。
次回は平成 27年 3月生まれのお子さまが対象です。

掲 載 者 募 集！

３ 歳 で ー す

■応募方法：お写真、25 字以内のコメント、生年月日、ご両親のお名前、ご連絡先を添え、
　　　　　　総務課または上中サービス室へご提出ください（下記メールアドレスへの送付もOK）
■応募締切：2月 5日（月）必着
■問い合わせ：総務課  Tel：0770-45-9109 / Mail：soumu@town.fukui-wakasa.lg.jp
　　　　　　　　※メール送付の場合は受信確認のため必ずお電話ください。

掲載者募集中でーす



15

「年縞・健康、しまっていこう」訪問

　12 月 9日・10 日、サンドーム福井で「はぴりゅうフェ
スタ 2017」が開催されました。
　若狭町グラウンド・ゴルフ協会の皆さんが、若狭町の
国体競技の体験ブースを出展しました。グラウンド・ゴ
ルフ競技の体験はホールポストに向かって球を打っても
らい、ホールインワンの方には町の特産品をプレゼント
しました。また、ゲートボール競技の体験は、約 5ｍ先
のビンゴボードを狙って球を打ってもらい、2球入った
方にはビンゴ賞として同じく特産品をプレゼントしまし
た。
　ともに初めて体験する人も多く、協会の皆さんが丁寧
に指導していました。2日間で約 800 人の方がグラウン
ド・ゴルフ、ゲートボールを体験し「思ったより難しいね」

はぴりゅうフェスタのレポートです

―地区のサロンで塩分測定をされたきっかけは？

　血圧の高い人が多いので塩分が気になっていまし
た。なぜ塩分を取りすぎると血圧が高くなるのかな
と疑問もありました。『毎月 17 日が減塩の日』と
聞き、ちょうどこの月のサロン予定日が 17 日だっ
たので、このテーマで学習しようということになり
ました。

―具体的にはどういった取り組みを？

　まず、私たちの体について学習しました。私たち

の体は、体内の塩分濃度を一定に保とうとして、摂
り過ぎた塩分を薄めるために、血液の量を増やし、
その結果血圧が上がるということがわかりました。
　そのほか、各家庭のみそ汁を持ち寄り、若狭町保
健医療課からお借りした塩分測定器具で測ってみま

毎日食べているみそ汁の塩分を測ってみました。

した。醤油など普段よく使う調味料や、インスタン
トみそ汁の「減塩」タイプと普通のものなどを比べ
て、味見をしたり塩分調べをしたりしてみました。

―みなさんにぜひお伝えしたいことはありますか？

　みんな日頃から薄味に気をつけているので、この

味でよい、ということが分かりました。
　塩分の基準量は「1日に男性8g、女性7g」と決まっ
ています。1日の塩分量が増えないように、みそ汁
以外にも、塩分を含む「おかずの味つけ」にも気を
つけないといけないなと思いました。
　インスタントみそ汁は、「減塩」でも十分うま味
があっておいしく感じ、塩分濃度も適当であると分
かったので、市販されている様々な減塩食品も上手
に利用できるといいなと思いました。

いよいよ平成 30年開催！福井国体

体験ブース運営や 1000 人ダンス参加

福井しあわせ元気国体

「やってみると楽しいね」という声がたくさん聞こえま
した。
　2日目には町国体ボランティアの皆さんも駆けつけ、
グラウンド・ゴルフ協会の皆さんと一緒に体験ブースの
運営や「はぴねす 1000 人ダンス」に参加しました。

問い合わせ：保健医療課　TEL  0770-62-2721



16  広報わかさ 2018 年 2月号
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人権擁護委員のみなさんによる紙芝居の様子

かみなか農楽舎で餅つきに挑戦！

自分らしさってなんだろう？

特産たくさん！肌で感じて

　12月 4日～10日の人権週間を控えた11月 30日、
気山小学校を町内の人権擁護委員 6人が訪問し、紙
芝居を使って人権について児童らに呼びかけまし
た。高学年の 23 人に向けては「白い魚とサメの子」
を、委員が声色を駆使しながら語りました。泳ぐの
が遅くカラフルでもない白い魚がいじめられ、サメ
に食べられてもいいと思うのですが、竜に自分らし
く生きることを教えられ、嵐の日、多くの魚たちの
力になります。
　紙芝居の後、自分らしさについて考えようと、委
員が児童に問いかけると、児童たちは次々と自分ら
しさについて発表しました。5年生の水永薫

かの ん

音さん
は「自分に自信を持って行動し、人を助けることが
できることです」と力強く答えていました。

三方消防団第 3分団に配備された新型ポンプ車

　11 月 29 日、美方高校食物科の 1 年生 28 人が、
若狭町の特産品を学びました。これは、町内の特産
品を 1年生で学び、3年生で特産品を使った料理を
開発するという、若狭町と美方高校が毎年行ってい
る連携事業です。
　エコファームでは梅酒の樽などを見学し、梅サイ
ダーの試飲をしました。山内集落では、山内かぶら
の餃子やみそ汁などを試食し、かみなか農楽舎では、
農楽舎で採れた餅米を使って餅つきをした後、農楽
舎の職員と交流しました。
　食物科 1年の木崎怜士さん ( 敦賀市 ) は「若狭町
の特産品を初めて知りました。山内かぶらは風味が
強く、甘味がありました。餅つきがとても楽しいで
す」と話していました。

ポンプ車が配備されました

　敦賀三方消防組合は、最新型の消防ポンプ車
を三方消防団第 3分団に配備し、12 月 2 日、三
方消防署で引き渡し式が行われました。また、9
月に三方消防団本部分団に貸与されたポンプ車
のお披露目も行われました。
　新型車は 6人乗りの四輪駆動車で、新たに搭
載されたポンプ操作盤で放水量の調整が容易に
行えるようになっています。また、キャビンス
ペースが広くなり運転しやすくなっています。
　引き渡し式では、久池晃一 三方消防団長から
江戸嘉浩 三方消防団第 3分団長にキーのレプリ
カが渡されました。
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着物をリメイクした服を身にまとい笑顔でランウェイへ

年末の事故や犯罪を防げ！
　12 月 8 日、県下一斉警戒日に、防犯隊の年末特
別警戒出動式が行われ、隊員ほか関係者約 60 人が
出席しました。
　はじめに、町長から勤続 5年以上の優良隊員 4人
に表彰状が手渡され、続いて、防犯隊長の訓示が行
われました。次に町長、来賓から特別警戒に向けて
激励の言葉が述べられました。閉式後は、上中交番
所長の栢野智広さんから、暴漢から自分の身を守る
型を学び、2人 1組になって、暴漢役と受ける役を
代わりながら体を動かして確認しました。
　若狭町防犯隊長の久池晃一さん ( 能登野 ) は「今
日は、特に寒い中、大勢の隊員に集まってもらって
ありがたく思います。年末は特に事故や犯罪が増え
るので、隊員も精一杯パトロールを行います」と話
していました。

護身術の指導を受ける隊員のみなさん

全身を使っての表現を体験する参加者

着物リメイクでファッションショー

　12 月 10 日、「第 6回あいだみんなの作品展 &相
田のむかし物語ファッションショー」が開催されま
した。この催しは、集落内の人の交流の場として、
集落の人が作ったものを発表する場を作ろうと始ま
りました。その際、着物がリメイクされた出展品を
見て、それを着てファッションショーをやろうと盛
り上がったそうです。
　今年は集落の、吉村義彦さんの神社や祠などにつ
いてのお話や、河村勇さんの戦時中の体験文朗読な
ども行われ、老若男女が集いました。
　ファッションショーでは、子どもから高齢者まで
モデルが次々と服を着替えて現れ、来場者はリメイ
ク服のアイデアや着こなしに感心していました。

土方巽の世界 全身で伝える
　12 月 2 日から 12 月 25 日の間、パレア若狭ギャ
ラリーで、「前衛舞踏家・土方巽の世界」と題した
舞踏資料の展覧会が行われました。　
　12 月 9日には、土方巽の思想を継承する舞踏家・
演出家の今

いまてんこ

貂子さんの舞踏体験のワークショップが
開催されました。今さんが最初に参加者に投げかけ
たのは、顔を含め、身体のありとあらゆる部位を使っ
て表現するということでした。「おばあさん」を表
現するために、腰を曲げ手足を丸くし、顔をくしゃ
くしゃに中心に寄せ、歩く。参加者は少し恥ずかし
がりながらも、今さんに続いて表現していました。
　参加した若狭高校 2年の濱詰咲樹さんは「今まで、
見たことも経験したこともない表現方法でビックリ
しました。水溶き白

おしろい

粉の顔塗りは冷たかったです」
と、初めての経験に驚きながらも楽しんでいる様子
でした。
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しめ縄づくりで三世代交流

一生懸命おじいちゃんの真似をします

　12 月 21 日、毎年、上中地域の保育園を一ヶ所ず
つ巡回している防犯サンタがののはな保育園を訪れ
ました。上中地域防犯組合員の 2人が防犯サンタと
なり、福井県警のマスコット「リュウミーちゃん」
と共に現れると、園児たちは身を乗り出して喜んで
いました。
　野木駐在所の時岡俊介さんが、「イカのおすし」
と書いた紙を広げ、不審な人に声をかけられたら「イ
カない・のらない・おおごえをだす・すぐにげる・
しらせる」ようにしてくださいと語りかけました。
　防犯組合長の塚本二郎さん ( 井ノ口 ) は「クリス
マスとお正月、車にも気をつけて楽しく過ごしてね」
と、園児たちと、年末年始を安全に過ごすことを約
束しました。

サンタさんと「安全」お約束

サンタさんからプレゼントを受け取る子どもたち

　12 月 17 日、下野木集落の子ども会が、春に自分
たちで植えた餅米の藁

わら

を使って、しめ縄づくりをし
ました。子どもたちは、集落の老人会の人たちに教
わって、ねじって、こう！ねじって、こう！と、藁
を一緒にねじり締めながら、少しずつ作り上げてい
きました。
　子どもたちのお父さんも、「藁を触ったこともな
い」と言いながら、見よう見まねで藁をない、「藁
の準備の仕方から教えてもらわんと分からん」と、
藁をそぐったり柔らかくしたりすることなども教
わっていました。4歳の息子さんと参加した衣川崇
彦さんは「じいちゃんらとの交流は楽しい。こうい
う機会がないとなかなかできないので」と、世代を
またいだしめ縄づくりを楽しんでいました。

　12 月 16 日、高齢者と関わるさまざまな立場の町
民約 160 人が出席して、認知症研修会が行われまし
た。
　研修会では、厚生労働省老健局総務課 認知症施策
推進室の田中規倫室長が「国の動向と認知症高齢者
にやさしい地域づくりを目指して」と題し、介護保
険や国の施策の動向について説明をしました。
　また、敦賀温泉病院の玉井顯院長が「認知症の早
期発見・診断・対応」と題し、認知症の早期発見や
診断等について、実際の話を交えながら講演しまし
た。参加者は、メモを取りながら熱心に耳を傾けて
いました。

認知症について理解深める

田中規倫室長の講演を聞く
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　1 月 1 日、野木公民館に 200 人を超える地区民
が集まり、新春ジョギング大会が行われました。時
折雨が降るあいにくの天気でしたが、合間には日差
しもあり、参加者は、兼田集落の桂林寺と集落をま
わる 2kmのコースへ一斉に飛び出していきました。
ゴール後はおやつを食べながらお楽しみ抽選会が行
われました。
　翌 1月 2日は、瓜生地区の新春ジョギング大会が
下タ中集落で行われ、約 100 人が参加しました。み
ぞれ交じりの雨が打ち付ける寒い朝でしたが、参加
者は勢いよくプラザふれ愛わかさから下タ中の集落
を回るコースを走り、廣嶺神社に参拝してゴールし
ました。ゴール後はぜんざいがふるまわれ、こちら
も抽選会が行われました。

　12 月 27 日、パレア若狭「パレ若塾」の一環とし
て「生け花体験教室」が開催されました。約 20 人
の参加者が、松や南天、葉牡丹などを使い、新年を
迎えるためのお祝いの花を生けました。
　講師の㔟馬美智惠さん（仮屋）は「お正月は日本
人にとって特別な行事。心を込めて生けましょう」
と話し、花の種類ごとの具体的な生け方を説明しま
した。「花は角度によって表情が違うので、倒し方
と角度を色々試してみて」とアドバイスもしていま
した。
　初めて参加した女性は「葉を落とす時はなかなか
思いきれず難しかった。他の人の生け方がとても参
考になりました」と話していました。

生け花で特別なお正月を！

野木公民館から一斉にスタート！

　12 月 28 日、若狭消防組合上中消防団の年末特別
警戒の出発式が熊川宿で行われました。式には、消
防団員、消防署員、熊川自衛消防団、熊川婦人消防隊、
区民ら約 100 人が参加し、上と下の二手から児童館
に向かって夜警を行いました。式終了後、各消防団
が地元地区の警戒パトロールに出発しました。
　またリブラ若狭では、敦賀美方消防組合三方消防
団の歳末夜間特別警戒開始式が行われました。森下
町長は、「町民はみなさんの活動に対し心から感謝
しています。安全安心のためによろしくお願いしま
す」と、団員を激励しました。
　団員は年末の安全を守るため、地域の特別警戒パ
トロールを行いました。 熊川では住民も一緒に「火の用心」を呼びかけました

年末の安全・火の用心呼びかけ

新春ジョギングで走り初め

松の生け方を実演する㔟馬さん
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